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研究成果の概要（和文）：　本研究では、（1）児童生徒の社会的能力を育成する知識をベースとした新たな学
習指導モデルを開発し、（2）新たに開発した学習指導モデルの効果を検証した。
　その結果、以下の3点を明らかにした。第1に、新たな学習指導モデルとしてチームビルディング学習を開発し
た。第2に、チームビルディング学習は、体育授業における生徒の協力的、集団的活動を活発にすることを明ら
かにした。第3に、チームビルディング学習は、生徒に、日常場面における社会的スキルの獲得を促し、一旦生
徒が獲得した社会的スキルを維持させたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, (1) we developed a new instructional model based on knowledge
 to nurture the social skills of the students, and (2) examined the effect of a new instructional 
model. As a result, the following three points were clarified. First, we developed team building 
learning as a new instructional model. Secondly, we found that team building learning activated the 
cooperative and collective activities of students in physical education classes. Thirdly, we found 
that team building learning encouraged students to acquire social skills in daily life, and 
maintained the acquired social skills that increased once. 

研究分野： スポーツ教育学

キーワード： 社会的スキル　態度　チームビルディング　知識　転移
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 今日、世界的な動向として、他者と上手く

交流すること、あるいは、自律的に行動する

こと等の社会的能力の育成が求められている

(Richen and Salganik，2003；国立教育政策

研究所，2013)。一方、暴力行為、あるいは、

いじめ等の児童生徒の社会的能力の低さに起

因する問題は、極めて深刻な状況にある。 

 体育においては、欧米を中心に、社会的能

力を育成する学習指導モデルが積極的に開発

され、実践されてきた。例えば、米国では、

チャレンジ運動による仲間づくり（Glover a

nd Midura，1992)、スポーツ教育モデル（Si

edentop，1994)、責任学習モデル（Hellison，

2003)、共同学習（Dyson，2001)等が開発され

てきた。我が国でも、児童生徒の社会的能力

の低さに起因する暴力行為、あるいは、いじ

め等の問題は、頻繁に起こっており、解決す

べき喫緊の課題である。我が国において体育

科では、戦後一貫して、児童生徒の社会的能

力の育成を教科の目標に掲げており、体育科

において児童生徒の社会的能力を育成する学

習指導モデルを開発することは、生徒を取り

巻く問題状況の解決策を提案することにつな

がるのではないかと考えられる。 

 先に示した社会的能力の育成に関する学習

指導モデルの効果は、我が国でも実証的に研

究されてきた。例えば、チャレンジ運動によ

る仲間づくりを実証した研究(中村・岩田，2

001)、スポーツ教育モデルの有効性を実証し

た研究(大津ほか，2010)がある。 

 これらの学習指導モデルは、以下の3つに大

別できる。第1に、協力行動を要請する等の学

習課題に焦点をおいた学習指導モデル(チャ

レンジ運動による仲間づくり、スポーツ教育

モデル)、第2に、守るべき態度等の行動目標

の設定とその行動化に焦点をおいた学習指導

モデル(責任学習モデル)、第3に、仲間との協

力を意識させる等の学習形態に焦点をおいた

学習指導モデル(共同学習)に大別できる。す

なわち、これらの学習指導モデルは、何れも

行動目標を意識させることによって行動変容

を求めるという行動主義的な指導法に基礎を

おいていると考えられる。 

 これらの学習指導モデルの適用により、体

育における社会的能力は獲得されるが、社会

的能力の転移と持続は明確にはされていない

（Hellison and Martinek，2006)。さらに、

知識基盤社会、そして、21世紀型能力を求め

る現在において、児童生徒の認知レベルに働

きかける学習指導モデルの開発は不可欠であ

る。 

 本研究では、このような点を踏まえて、児

童生徒の認知レベルに働きかけて社会的能力

を獲得させる知識学習をベースとした新たな

学習指導モデルを開発する。 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、（1）児童生徒の社会的

能力を育成する知識学習をベースとした学

習指導モデルを開発すること、（2）新たに

開発した学習指導モデルの効果を検証する

ことであった。新たに開発した学習指導モデ

ルの効果として、以下の3点を検証した。新

たに開発した学習指導モデルは、第1に、体

育授業における児童生徒の行動にどのよう

な影響を与えるのか、第2に、児童生徒が獲

得した社会的スキルを転移させ、日常場面に

おける社会的スキルを獲得させるかどうか、

そして、第3に、児童生徒が獲得した社会的

スキルを維持させるかどうか、であった。 
３．研究の方法 

 本研究の目的を達成するため、以下の3つ

の研究課題を設定した。 

（1）課題①：社会的能力を育成する知識学

習をベースとした学習指導モデルの開発 

 社会的能力を育成するため、社会的行動に

関する知識を学習する学習指導モデルを開

発した。具体的には、体育授業の中で組織す

る小集団をスポーツチームとして位置づけ、

チームづくりに必要な知識の理解を通して、

チームづくりに取り組ませる学習指導モデ

ルであった。 

（2）課題②：新たに開発した学習指導モデ

ルの効果検証 



 公立中学校の体育授業に新たに開発した

学習指導モデルを適用し、その学習指導モデ

ルが体育授業における生徒の行動に及ぼす

影響について検証した。具体的には、学習指

導モデルを適用した介入単元と学習指導モ

デルを適用しない非介入単元を実施し、それ

ぞれの調査結果を比較した。調査は、体育授

業における生徒の協力的、集団的な活動につ

いて測定する仲間づくりの形成的評価を実

施した。 

（3）課題③：新たに開発した学習指導モデ

ルの転移可能性、及び、持続可能性の検証 

 公立中学校の体育授業に新たに開発した

学習指導モデルを適用し、その学習指導モデ

ルが体育授業において生徒が獲得した社会

的スキルを転移させるかどうか、及び、その

社会的スキルを維持させるかどうかを検証

した。具体的には、学習指導モデルを適用し

た介入単元と学習指導モデルを適用しない

非介入単元を実施し、それぞれの調査結果を

比較した。調査は、体育授業において児童生

徒が獲得した社会的スキルの転移可能性を

検証するため、日常場面における社会的スキ

ルの獲得度合いを測定する社会的スキル尺

度を実施した。また、体育授業において生徒

が獲得した社会的スキルの持続可能性を検

証するため、フォローアップ後に調査を実施

した。 

４．研究成果 

 2014 年度の研究成果は、以下の通りであっ

た。 

 社会的能力を育成するため、社会的行動に

関する知識を学習する学習指導モデルを開

発した。具体的には、①体育授業において組

織する小集団をスポーツチームとして位置

づける、②チームづくりに必要な知識を提供

する、③それらの知識を用いてチームづくり

に取り組ませるチームビルディング学習（以

下、TB学習と略す）を開発した。チームづく

りに必要な知識は、社会的行動に関する知識

を含むため、TB学習は、児童生徒に社会的行

動の獲得を可能にするものであった。 

 2015 年度の研究成果は、以下の通りであっ

た。 

 TB 学習が体育授業における生徒の行動に

及ぼす影響を検証するため、2 つの公立中学

校の2名の体育教師が担当した体育授業を対

象とした。教師 Aは、中学校第 3学年の男子

1クラスに、TB 学習を適用したバスケットボ

ール単元（介入単元）を実施した。教師 Bは、

中学校第 2学年の男子 2クラスに、TB 学習を

適用したソフトボール単元（介入単元）と TB

学習を適用しないソフトボール単元（非介入

単元）を実施した。調査は、体育授業におけ

る生徒の協力的、集団的な活動について測定

する仲間づくりの形成的評価を単元前後に

実施した。その結果、介入単元において、仲

間づくりの形成的評価の平均値は、有意に高

い値を示した。すなわち、TB 学習は、体育授

業における生徒の協力的、集団的な活動を活

発にすることを明らかにした。 

 2016 年度の研究成果は、以下の通りであっ

た。 

 TB 学習が、体育授業において生徒が獲得し

た社会的スキルを転移させるかどうか、ある

いは、体育授業において生徒が獲得した社会

的スキルを維持させるかどうかを検証した。

公立中学校の 1名の体育教師 Cが担当した中

学校第 1 学年の女子 2 クラスを対象とした。

Xクラスは、TB 学習を適用したバレーボール

単元（介入単元）・TB 学習を適用しない走り

高跳び単元（介入無単元）を連続して実施し

た。Yクラスは、TB 学習を適用しないバレー

ボール単元（非介入単元）・TB 学習を適用し

た走り高跳び単元（介入単元）を連続して実

施した。TB 学習が体育授業において生徒が獲

得した社会的スキルを維持させるかどうか

を検証するため、それぞれ夏休み後も調査を

実施した。調査は、社会的スキル尺度を実施

した。その結果、TB 学習は、社会的スキル尺

度の平均値を有意に高め、一旦高めた社会的



スキル尺度の平均値を夏休み後も維持させ

た。すなわち、TB 学習は、体育授業において

生徒が獲得した社会的スキルを転移させ、日

常場面における社会的スキルを獲得させた

こと、その社会的スキルを夏休み後も維持さ

せたことを明らかにした。 
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